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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

子育て支援の充実 児童手当支給事業

町民
（中学生以下の児
童を養育している

方）

0歳から中学校修了前までの児童を養
育している方に児童手当を支給する。
（毎年６月、10月、２月にそれぞれの前
月分までの手当を支給）

・２月定時払時受給対象者　348人
・２月定時払時対象延べ児童数　2,426
人

79,127 66,917 0 0 12,210

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

子育て支援の充実 誕生記念品贈呈事業 出生子の両親
町民のお子さんの誕生に対するお祝い
の品を贈呈する。

・母村の木材を使った記念品（おもちゃ）
を贈呈
　出生記念品　32人
　１歳誕生日記念品　34人

1,430 0 0 0 1,430

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

子育て支援の充実
子育て支援センター
管理運営事業

未就園児とその保
護者

子育て中の保護者の支援と、保護者同
士の交流や仲間作りのため、育児に関
する相談や情報提供、育児サークルの
活動支援を行う子育て支援センターを
設置する。

・年間延べ利用者数　3,810人
・子育て支援センター通信「にこにこだよ
り」の発行　６回
・育児に関する相談　19件
・だっこの会の協力による託児（14回68
世帯78人の利用）

6,819 4,554 0 7 2,258

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

子育て支援の充実 幼児教育無償化事業
無償化対象児童を

監護する町民

子どもの生涯にわたる人格形成の基礎
を培う幼児教育の機会を保障するととも
に、子育て世代の経済的な負担軽減を
図る。

・新制度移行幼稚園利用児童数82人
・認可外保育施設1人
・広域入所児童6人（副食費のみ）

※幼稚園、認可外保育施設の保育料・
副食費及び広域入所児童の副食費を
負担

48,357 32,441 0 2,015 13,901

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

子育て支援の充実 子ども生活応援事業
妊婦、高校生以下

の
子どもがいる世帯

子育て世帯の経済的支援と、町外への
購買力流出抑制のため、100円につき
10ポイントが付与される得きっずカード
を配布する。

・得きっずカードの配布　437世帯
・割増ポイントは711万7,049ポイント付
与済

7,278 0 4,000 0 3,278

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

子育て支援の充実
子育て世帯への臨時
特別給付金支給事業

０歳から高校３年生
までの子供の保護

者

新型コロナウイルス感染症の影響が長
期化する中、その影響により苦しんでい
る子育て世帯を支援する。

・子ども１人あたり５万円
・878人分 4390万円

44,255 44,100 0 0 155

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

子育て支援の充実
子育て世帯への臨時
特別給付金（追加給
付）支給事業

０歳から高校３年生
までの子供の保護

者

新型コロナウイルス感染症の影響が長
期化する中、その影響により苦しんでい
る子育て世帯を支援する。

・子ども１人あたり５万円
・878人分 4390万円

44,001 44,080 0 0 △ 79

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

子育て支援の充実
子育て世帯生活支援
特別給付金支給事業

令和３年度住民税
非課税の児童手当
または特別児童扶
養手当の受給者

新型コロナウイルス感染症の影響を受
けて損害を受けた低所得の子育て世帯
を見舞う観点から、特別給付金を支給
する。

・子ども１人あたり５万円
・66人分 3300万円

3,325 4,370 0 0 △ 1,045

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

児童館管理運営事業 小学生及び中学生

児童に健全な遊び場を提供し、心身の
発育を助長させ、集団行動における規
律なども身につけることができるよう支
援する。

・年間255日開館
・登録人員　159人（全校児童313人）
・延べ利用者 4,943人
・児童館の管理
・新型コロナウイルス感染症予防のた
め、すべての行事を中止とした。

10,580 0 0 0 10,580

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

放課後児童クラブ管
理運営事業

保護者が就労など
により、日中留守家

庭となる児童

保護者が就労などにより昼間家庭にい
ない児童を対象として、遊びや生活を通
した子どもの健全育成のため、保護者
の代わりに家庭的機能の補完をした生
活の場を提供する。

・年間290日開所
・登録児童　45人
・延べ利用者　4,748人
・保護者負担金　1,500円/月

7,669 3,926 0 756 2,987

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

新十津川保育園管理
運営事業

共働きなどで子ども
を家庭で保護でき
ない世帯の児童（6
か月から就学前ま

で）

家庭で保育に欠ける幼児・児童の健全
な心身の発育を助け、親の就労活動を
支援する。

入園児童　104人
・入園、退園申請受付、許可
・一時保育、延長保育の実施
・保育料算定
・納付書発布
・障がい児保育判定
・送迎申請受付、許可
※令和４年３月31日現在

116,121 2,069 9,000 4,763 100,289

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

保育所広域入所負担
金

就学前児童

町内に在住の児童で町外の保育所入
所を必要とする場合、市町間の協定に
基づき当該保育施設への入所に係る経
費を負担する。

・広域入所の負担
・利用児童数　6人

※令和４年３月31日現在

1,545 938 0 0 607

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

児童福祉サービス
の充実

子ども夢基金積立金
中学生以下の子ど
も

子どもの健全な育成の支援および子ど
もを安心して育てることのできる環境づ
くり（施設整備を除く。）の推進を図るた
め、新十津川町子ども夢基金運用利息
を積み立てる。

・子ども夢基金の運用利子の積立 200,459 0 0 604 199,855

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

保育士等処遇改善臨
時特例交付金

保育士
新型コロナウイルス感染症及び少子高
齢化社会の最前線で働く、保育士及び
幼稚園教諭の処遇改善を行う。

・新十津川保育園　362,120円
・新十津川幼稚園　406,700円

768 768 0 0 0

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

児童福祉サービス
の充実

病後児保育広域連携
負担金

保育園入所園児

病気の回復期になったものの集団保育
がまだ困難な時に、保護者の子育て支
援を図るため、滝川市と連携した専用
の保育室で専門スタッフによる保育を支
援する。

・登録児童　８人
・施設維持管理費の負担

36 0 0 0 36

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

障害者自立支援事業
障がい者・障がい

児

障がいのある方が自立した日常生活や
社会生活を送ることができるよう、サー
ビスの利用などにより支援を行う。

・介護給付や訓練等給付等の障害福祉
サービスの支給

287,966 209,062 0 0 78,904

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

障害者自立支援医療
（更生医療）費給付
事業

身体障害者手帳交
付者で特定の医療
処置を受ける者（１

８歳以上）

障がい者の経済的支援を行う。 ・医療費の一部を負担　23件 10,705 11,221 0 0 △ 516

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

障害者自立支援医療
（育成医療）費給付
事業

特定の医療処置を
受ける者（１８歳未

満）
障がい者の経済的支援を行う。 ・医療費の一部を負担　０件 0 5 0 0 △ 5

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

障がい福祉サービ
スの充実

障害者補装具費支給
事業

身体障害者手帳交
付者

障がいのある方が補装具の購入や修
理の際、申請により給付する。

・補装具の給付
　購入　 ３件
　修理　 ３件

333 1,232 0 0 △ 899

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

地域生活支援事業
障がい者・障がい

児

障がいのある方が自立した日常生活や
社会生活を送ることができるようサービ
スの利用などにより支援を行う。

・移動支援　１件
・日中一時支援　1件
・相談支援　1,923件
・日常生活用具給付　38人（延べ366件）
※コロナの影響により、移動支援及び
日中一時支援の利用が制限され、例年
よりも利用件数が減少。

11,660 4,052 0 0 7,608

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

寝たきり重度心身障
害者等介護手当支給
事業

重度心身障がい者
などを介護する者

在宅生活を支援するため、寝たきり重
度障がい者などの介護者に対し、経済
的援助を図る。

・手当支給　１件
・ケアマネージャーとの連携

180 0 0 0 180

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい福祉サービ
スの充実

特別児童扶養手当支
給事務

20歳未満の障がい
児の保護者

特別児童扶養手当の支給について振
興局との連絡を行う。

・手当支給事務について、書類などの取
次　支給認定者20人、うち支給停止4人

33 33 0 0 0

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参加
の促進

北海道難病連負担金 北海道難病連

患者および家族を対象に、難病患者の
社会的自立のため、難病検診・相談や
医療講演会などの活動に対する支援を
行う。

・北海道難病連の加入負担 10 0 0 0 10

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参加
の促進

重症心身障害者(児)
機能訓練支援事業

重症心身障害者
（児）機能訓練施設
に通所している者

重症心身障害者（児）が日常生活動作
や運動機能などの訓練指導を受けるた
めに機能訓練施設へ通所する際の交
通費を助成し、現状の障害状態の維
持、在宅生活の継続ができるよう支援
する。

・交通費助成　0人
※コロナの影響により、機能訓練施設
への通所が制限されたことによるもの

0 0 0 0 0

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

障がい者社会参加
の促進

精神障害者社会復帰
施設等通所交通費支
援事業

精神障がい者
在宅の精神障がい者の経済的負担を
軽減するため、社会復帰施設への交通
費を助成する。

・交通費助成　６人
 (712日)

191 0 0 0 191

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参加
の促進

障害児通所支援事業
所等通所交通費支援
事業

障害児通所支援事
業所などに通所し

ている者

経済的な負担の軽減を図るため、障が
いのある子どもが、障害児通所支援事
業所へ通う際の交通費を助成する。

・交通費助成　17人
延べ338回

77 0 0 0 77

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参加
の促進

身障福祉協会補助金
身体障害者手帳交

付者

 身体障がい者の社会的自立、社会活
動への参加促進および更生意欲の向
上のため、身体障がい者の福祉増進を
図る。

・身障スポーツ大会の参加
・身障福祉大会の参加
・社会参加研修への出席

16 0 0 0 16

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参加
の促進

子ども通園センター
負担金

在宅の障がい児
心身の発達や成長に遅れのある児童
に対し、療育指導を行い、保護者に対し
ても必要な助言を行う。

・子ども通園センターの運営費負担
　利用者９人　延べ220人

10,919 0 0 0 10,919

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参加
の促進

北海道手をつなぐ育
成会全道大会助成金

大会主催者
北海道手をつなぐ育成会全道大会・岩
見沢大会に対し、３万円を助成する。

・知的障害者当事者や保護者、支援者
で組織された北海道手をつなぐ育成会
の行事
・助成金額　３万円
・令和３年７月３１日　岩見沢市民会館
（オンライン併用）

30 0 0 0 30

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

障がい者社会参加
の促進

地域活動支援セン
ター負担金

在宅の障がい者

就労することが困難な在宅の障がいの
ある方が生きがいのある生活を送るた
め、通所による生活訓練、作業訓練を
行う日中活動の場を設ける。

・地域活動支援センターの運営費負担
　あざれあ工房
　　7人　延べ963回
　ぽぽろ
　　２人　延べ82回

6,739 0 0 0 6,739

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

高齢者の生きがい
活動の充実

長寿を祝う会開催事
業

76歳以上の町民
広く町民がその長寿を祝い、高齢者の
末永い幸せと健康を願い催事を行う。

・実行委員会を組織し、慶祝該当者に記念
品の贈呈を実施
・新型コロナウイルス感染症拡大予防のた
め、式典内容を見直し慶祝対象者を喜寿、
米寿、白寿とし時間短縮で開催した。
・慶祝該当者　166人（喜寿・米寿・白寿･百
歳）

901 0 0 0 901

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

単位老人クラブ補助
金

概ね60歳以上の町
民

地域の発展に寄与し、より充実した生
活環境づくりを目指すため、老人クラブ
活動を通じて、高齢者の生きがいと健
康の保持増進を図り、高齢者が持つ豊
富な知識と経験を生かした福祉活動を
積極的に行う。

・17団体に対し活動費用の一部を助成 900 367 0 0 533

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

老人クラブ連合会補
助金

概ね60歳以上の町
民

町内老人クラブ会員相互の融和および
資質向上を図り、単位老人クラブ活動
の活性化を目指す。

・活動費用の一部を助成 615 410 0 0 205

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

ふるさと学園大学運
営事業

概ね60歳以上の町
民

高齢者が充実した明るい笑顔が満ちあ
ふれた生きがいのある生活を送るた
め、学習意欲の高揚や健康・体力の維
持増進に努める。

・新型コロナウイルス感染症対策のため
中止とした入学式から第５講及び第８
講、修了式を除く、年間２回の講義を開
催
　入学者122人（延べ講義参加者136人）

245 80 0 12 153

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

ゆめりあ部会運営事
業

概ね60歳以上の町
民

高齢者の生きがいや健康づくりを図る
ため、趣味や特技を通して地域文化の
向上や相互交流を目的に活動している
高齢者の団体の活動を支援する。

８部会　部会員141人
（書道部会が9/16付で解散）
・新型コロナウイルス感染症対策のため、小学生の
長期休み期間中に、部会員と児童の交流を目的とし
た「ふれあい体験教室」の開催を全て中止とした。
・規模の縮小を図り、ゆめりあ部会練習発表会を開
催した。
・文化祭中止の代替えとして作品展示を開催した。

13 0 0 0 13

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

高齢者の生きがい
活動の充実

シニアいきいきクラ
ブ運営事業

60歳以上の町民
元気で意欲あるシニア世代（60歳代）が
新たな生甲斐、仲間などを見つける場
を提供する。

・５月ノルディックウォーキング教室
・11月シニアいきいき体操
・12月ものづくり教室
・１月料理づくり教室
参加延人数　29人

71 0 0 8 63

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

高齢者の生きがい
活動の充実

福祉バス運営事業
概ね60歳以上の町

民

高齢者の活動を助け、福祉の向上を図
り、高齢者の身体への負担軽減のた
め、高齢者無料バス運行、ゆめりあ部
会、ふるさと学園大学のための送迎を
実施する。
10人乗りと２台体制にする。

・総合健康福祉センターで開催される事業
参加者の送迎
・高齢者用無料バス運行
　103日運行　156人乗車
新型コロナウイルス感染症予防のため、バ
ス利用の行事の中止及び無料バスは利用
者自身が感染予防のため利用を自粛した
ため

919 0 0 0 919

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

高齢者の介護予防
の推進

介護予防訪問サービ
ス事業

サービス対象者
介護予防・生活支

援

要介護認定の要支援者および事業対
象者のうち、日常生活において支援が
必要な高齢者に対し、訪問サービスを
提供する。

・現行訪問型サービス
　実27人　延べ968人
・短期集中訪問サービス
　実0人　延べ0人
・短時間訪問サービス
　実0人　延べ0人
・簡易訪問サービス
　実３人　延べ144人

3,346 0 0 4,170 △ 824

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予防
の推進

介護予防通所サービ
ス事業

サービス対象者
介護予防・生活支

援

要介護認定の要支援者および事業対
象者のうち、必要と認める高齢者に対
し、心身機能向上や維持を図るため、
通所サービスを提供する。

・現行型デイサービス
　実11人　延べ579人

3,096 0 0 3,511 △ 415

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予防
の推進

生活支援サービス事
業

サービス対象者
介護予防・生活支

援

配食時の声かけにより、安否確認や見
守りを行う。また、日常生活での困りご
となどに対し、介護予防サポーターによ
り、定期的な声かけやゴミ出しなどの支
援を行う。

・社会福祉協議会が実施する、要支援
者などへの給食サービス時の安否確認
　実６人　延べ108人
・介護予防サポーターによる相談・支援
　実1人　延べ23人

23 0 0 127 △ 104

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予防
の推進

一般介護予防事業 65歳以上の高齢者

高齢者の閉じこもりを予防し、心身機能
を維持向上するため、集いの場の開催
や各種媒体を通じた心身の機能低下を
予防する事業を委託により行う。また介
護予防サポーター・ボランティアの活動
を推進する。

地域介護予防活動支援事業の委託。
・すまいるあっぷ教室の開催（全行政区
11会場）
　参加者数3,997名（前年4,549名）
・ボランティアポイント事業の推進
   ポイント付与者74人

10,656 0 0 19,849 △ 9,193

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予防
の推進

生活支援体制整備事
業

町民

高齢者などが地域で生活していくため
に必要とされる地域資源の検討や調整
などを行う生活支援コーディネーター業
務を行う。

・地域課題の整理や具体策に向けての
調査活動
・地域での活動(通年）
・介護予防サポーター養成　10人

7,172 0 0 8,000 △ 828

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

高齢者の介護予防
の推進

認知症総合支援事業 高齢者・家族
認知症になっても自分らしく住み続けら
れる町を目指し、認知症初期集中支援
事業や、認知症ケア・向上事業を行う。

・空知中部広域連構成市町と連携し、業務の専
任職を雇用。砂川市立病院認知症疾患セン
ターに業務の一部（専門医の雇用）を委託。
・チーム員会議　13回
・町民の支援者　２人
・認知症カフェへの助成（実施７回）
・認知症ガイドブックの作成

1,964 0 0 21,568 △ 19,604

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予防
の推進

任意事業（地域支援
事業）

高齢者・その家族

地域の実情に応じた高齢者支援を行
う。
①配食が必要な人が利用でき、定期的
に状況が把握されている。
②高齢者の成年後見等の申立てや報
酬に係る経費の助成。

・社会福祉協議会が実施する、要介護
者などへの給食サービス
　実15人　　　延430人
・審判請求の手続並びに成年後見制度
の利用に要する費用の支給（成年後見
制度利用支援事業）
　利用者0名

52 0 0 270 △ 218

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者の介護予防
の推進

地域包括支援セン
ター運営事業

高齢者・家族
高齢者の介護などに関する相談窓口を
設け、介護保険や介護予防活動、権利
擁護など総合的に支援する。

・総合相談窓口（平日毎日）の開設
・介護予防支援事業所の運営
・介護保険、権利擁護などに関する専門
的相談の実施

8,281 0 0 21,434 △ 13,153

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高齢者介護サービ
スの充実

地域福祉基金積立金 町民
地域福祉を推進し、福祉施策を拡充す
るため、町内民間団体が行う福祉事業
を支援する。

・運用収益の積立 318 0 0 318 0

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

社会福祉施設等新型
コロナウイルス感染
症予防対策事業

医療機関、福祉施
設、保育園・幼稚園

運営事業者

新型コロナウイルスの感染予防に必要
な衛生用品を安定して確保することが
できるようにするため、その必要な経費
について補助を行い、町民への感染拡
大を予防し、安心して生活ができるよう
にする。

新型コロナウイルスの感染予防に必要
な衛生用品の購入に対する経費助成
（交付実績）
11事業者　30事業所

6,227 5,800 0 0 427

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

高齢者除雪事業
70歳以上の高齢

者・障がい者などの
世帯

高齢者などの冬期間における不安の解
消をし、在宅生活を支援する。

・避難経路確保のため申込者（70歳以上の世帯
および障がい者世帯）の自宅玄関から道路まで
の除雪
　利用世帯数　30世帯
　実施回数　1,212回
・自宅敷地内の除雪委託費の半額を助成（70歳
以上の非課税世帯など）
　助成世帯数　118世帯

9,571 0 0 248 9,323

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

高齢者介護サービ
スの充実

老人福祉施設入所措
置事業

65歳以上の高齢者
で環境上の理由や
経済的理由によっ
て居宅で養護を受

けられない人

入所判定基準に該当する身体上もしく
は精神上など環境上の理由または経済
的理由により、居宅において生活するこ
とが困難な方に対し、養護老人ホーム
に入所措置する。

・措置者　４人 7,447 0 0 1,836 5,611

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

緊急通報システム推
進事業

75歳以上の方、65
歳以上74歳未満の
みの世帯、介護認
定・障害者手帳を

お持ちの方

在宅の高齢者などの日常生活の安全
確保と不安解消を図るため、緊急通報
装置設置の経費を助成する。

・緊急通報装置の設置台数
　47台

252 0 0 35 217

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

在宅生活支援用品購
入助成事業

町民
福祉用具の購入費用の一部を助成し、
高齢者及び障がい者、その支援者の負
担軽減に資する。

階段昇降機　１件 300 0 0 0 300

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

在宅要援護者通院支
援事業

要介護認定１以上
の在宅高齢者で定
期的に病院に通院
している者（生活保
護者、施設入所者

を除く。）

在宅の高齢者の病院への定期通院を
支援するため、定期通院に要する経費
の一部を助成する。

・タクシーチケットの給付者
延10人

60 0 0 0 60

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

介護保険事業

65歳以上の高齢
者・

40～64歳の特定疾
病罹患者

１市５町で構成される空知中部広域連
合による介護保険事業の適切な運用を
図り、介護保険サービスが必要な人に
対し、サービスが過不足なく利用できる
体制を整備する。

・空知中部広域連合との連携による各
種申請受理、介護保険運営

129,273 0 0 0 129,273

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

高齢者介護サービ
スの充実

在宅医療・介護連携
推進事業

町民

介護と医療の一体的な提供のための連
携推進と住民への普及啓発を行う。
円滑な医療や介護を受けられるよう知
識を普及啓発する。

・住民への普及啓発を目的とした情報
誌の発行（年４回）

425 0 0 4,043 △ 3,618

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

高齢者介護サービ
スの充実

高齢者福祉施設整備
補助金

福祉施設設置者

高齢者グループホームの持続的運営を
図るための補強改修を行い、利用者の
安全と安心の確保と福祉避難所機能の
強化に資する。

陽だまりの郷（運営　社会福祉法人明和
会）改修工事に対し、地域介護・福祉空
間整備等施設整備交付金を活用し補助
する。
（実施内容）
屋根及び壁塗装修繕による漏水の改善
エアコンの設置

7,268 7,268 0 0 0

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

疾病予防対策の充
実

子ども法定予防接種
事業

20歳未満の町民
伝染のおそれがある病気とまん延を予
防するため、予防接種法に基づき予防
接種を実施する。

・ロタ　延べ77人　・B型肝炎　延べ113人
・ヒブ　延べ161人　・小児肺炎球菌　延べ161人
・ＢＣＧ40人　・四種混合　延べ152人
・二種混合53人
・麻しん・風しん混合１期（41人）・２期（55人）
・水痘　延べ72人　・日本脳炎　延べ145人
・子宮頸がん　延べ９人

9,215 0 0 0 9,215

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病予防対策の充
実

インフルエンザ予防接
種事業

①65歳以上および
60～64歳で心臓等
の身体障害者手帳
１級所持者②妊婦
③中学生以下

抵抗力が弱い方を対象に、インフルエ
ンザ罹患時の重症化を予防するため、
インフルエンザ予防接種を実施する。

・65歳以上および60歳以上65歳未満で
心臓、腎臓、呼吸器などで身体障害者
手帳１級所持者　1314人
・妊婦　5人
・中学生以下　延べ584人

5,712 0 4,300 898 514

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病予防対策の充
実

高齢者肺炎球菌予防
接種事業

65歳以上の高齢者
肺炎球菌による肺炎の重症化を防ぐた
め、高齢者肺炎球菌予防接種を助成す
る。

・高齢者肺炎球菌（定期）
65.70.75.80.85.90.95.100歳および60歳以
上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器など
で身体障害者手帳１級所持者　0人
・高齢者肺炎球菌（任意）
65歳以上で定期接種対象者以外74人

612 0 0 125 487

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病予防対策の充
実

風しん予防対策事業
S37.4.2～S54.4.1生
の男性

風しん抗体検査未実施の対象者に対
し、抗体検査と抗体価が低い場合の予
防接種の実施について助成する。

・風しん抗体検査45人
・風しん第５期予防接種15人

491 270 0 0 221

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病予防対策の充
実

新型コロナウイルス予
防接種事業

全町民
新型コロナウイルスワクチン接種のた
めの体制を構築する。

・予防接種券発行のためのシステム改
修及び印刷・封詰め作業の委託
・ワクチン接種に係る周知文書の作成
・接種体制構築準備に係る会計年度任
用職員の任用

66,210 67,262 0 0 △ 1,052

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

疾病予防対策の充
実

予防接種健康被害調
査委員会開催事業

予防接種を受けた
ことにより健康被害
にあった者

予防接種を受けたことにより健康被害
にあったのかどうかを調査し、適切な判
断を行うため、会議を開催する。

予防接種による健康被害がなかったた
め未開催

0 0 0 0 0

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

保健事務 保健業務担当者

安全かつ円滑な保健事業の推進を図る
ため、三師会の会員が保健師など保健
事業担当者に対して、医療的な指導助
言を行なう。

・医療的な指導助言　年６回 5,285 1,669 0 0 3,616

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

成人健康診査事業

20～39歳の町民・
生活保護受給者な
どの医療保険に制
度上加入できない
40～74歳の町民

生活習慣の改善を促し生活習慣病を予
防するため、特定健診に準じた健康診
査を実施する。

・若年者健診　149人
　（20歳代）38人、（30歳代）111人
・生活保護受給者　11人
合計　160人

2,073 440 0 380 1,253

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

成人健康診査２次健
診事業

生活習慣病予備群
対象者

生活習慣の改善を図り糖尿病などの生
活習慣病を予防するため、詳細な健康
診査を実施する。

・糖負荷検査　５人
・微量アルブミン検査　５人
・頚部エコー検査　７人
・脈波図検査　７人
合計　延べ　24人

91 0 0 11 80

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

がん検診事業

20歳以上の町民
（子宮）30歳以上の
町民（胃･大腸･肺）
40歳以上の町民
（乳）

がんの早期発見のため、各種がん検診
を実施する。

・胃がん　343人
・肺がん　649人
・大腸がん　581人
・子宮頸がん　203人
・乳がん　211人
合計　1987人

7,312 0 0 1,101 6,211

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

疾病の早期発見と
健康管理

後期高齢者健康診査
事業

後期高齢者医療保
険被保険者・生活
保護受給者などの
医療保険に制度上
加入できない75歳
以上の町民

疾病の早期発見のため、後期高齢者健
診を実施する。

・後期高齢者医療保険被保険者　175人
・生活保護受給者　１人
合計　176人

1,384 0 0 1,578 △ 194

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

母子保健体制の充
実

妊産婦健康診査・相
談事業

妊産婦
妊産婦が順調な経過を送るために、妊
産婦健康診査の費用を助成するととも
に、健康相談を実施する。

・妊婦健診受診票利用者数　46人
・産婦健診受診票利用者数　36人
・出生数　33人
・正期産での出生数　31人

3,538 0 0 0 3,538

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

母子保健体制の充
実

乳幼児健康診査・相
談事業

乳幼児・保護者
乳幼児の健康の保持増進を図るため、
健康診査、健康相談、家庭訪問、健康
教育を実施する。

【健康相談】
・3～4か月児　35人　・7～8か月児　29人
・10～11か月児　35人　・1歳2～3か月児　30人
・2歳5～6か月児　33人
【健康診査】
※医師の診察あり
・1歳8～9か月児　31人　・3歳1～2か月児　45
人

1,019 270 0 0 749

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

母子保健体制の充
実

子育て世代包括支援
センター運営事業

妊産婦及び18歳未
満の町民

妊娠期から子育て期までを安心して過
ごせるよう、妊娠・出産・子育てに関す
る相談、情報提供や保健・医療・福祉な
どの関係機関と連携しながら、切れ目
のない支援を実施する。

・妊娠・出産・子育てに関する相談の実
施
・来所相談　延べ505人
・電話相談　延べ303人
・訪問指導　延べ67人

467 1,524 0 0 △ 1,057

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

母子保健体制の充
実

不妊治療費助成事業
一般不妊治療およ
び特定不妊治療を
行った夫婦

少子化対策の推進を図るため、不妊治
療を受けている夫婦に対し、不妊治療
費を一部助成し、経済的負担を軽減す
る。

・一般不妊治療　７件
・特定不妊治療　延べ１件

452 0 0 0 452

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

健康の増進 栄養指導事業 町民
食生活の改善と栄養・健康に関する意
識の向上を図るため、栄養指導を実施
する。

町と食生活改善推進員協議会の連携で健康づ
くり事業を実施
・食育シアター 193人
・学童栄養教室 47人
・食と健康教室　10人
・親子クッキング教室　22人
・中学校食育教室　53人
 参加者数合計 325人

231 0 0 2 229

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ

健康の増進 健康づくり対策事業 町民

生活習慣病などによる医療費の増大を
抑制するため、日常生活における運動
の取り組みや食生活の改善などを重点
に町民の健康づくりへの啓発を行う。

保健師・栄養士による生活習慣病予防・
食生活改善のための健康相談・栄養相
談の実施

4,582 0 0 467 4,115

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

健康の増進
総合健康福祉セン
ター管理運営事務

町民

高齢者、障害者などの保健福祉の向上
を図るとともに、町民の健康づくり及び
文化活動の拠点となるべく施設の管理
運営を行う。

・ゆめりあ施設管理
・各種点検
・故障箇所修繕
・貸館業務
・年間利用者数25,686人

72,729 280 0 2,325 70,124

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

健康の増進
総合健康福祉セン
ター改修事業

職員

＜R3年度継続事業＞
新庁舎建設に伴う組織編成により、総
合健康福祉センター事務所等の改修工
事を行う。

・保健福祉課健康推進G事務所設計、
改修工事

8,101 0 0 0 8,101

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

健康の増進

総合健康福祉セン
ター新型コロナウイ
ルス感染症予防対策
事業

町民・職員

＜R3年度繰越事業＞
新型コロナウイルス感染症予防対策の
ため、換気効率向上が可能な空調機器
へ更新を行う。

新型コロナの感染リスクを低減させる。

・空調設備更新
・施設予約システム導入

59,741 59,700 0 0 41

教
育
委
員
会

社
会
教
育
Ｇ

国民健康保険、後
期高齢者医療の安
定的運営

後期高齢者医療療養
給付費負担金

後期高齢者医療保
険被保険者

後期高齢者医療被保険者に関する療
養給付費の12分の1を広域連合に納め
る。

・療養給付費の負担 114,109 0 0 0 114,109
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

国民健康保険、後
期高齢者医療の安
定的運営

国民健康保険特別会
計繰出金

国民健康保険被保
険者

国民健康保険事業の安定的運営を図
るため、保険基盤安定負担金、人件費
や事務費等を国保特別会計へ繰り出
す。

・一般会計から特別会計へ繰出 67,095 33,246 0 0 33,849
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

国民健康保険、後
期高齢者医療の安
定的運営

後期高齢者医療特別
会計繰出金

後期高齢者医療保
険被保険者

後期高齢者医療制度の安定的運営を
図るため、保険基盤安定負担金、人件
費や事務費等を後期高齢者医療特別
会計へ繰り出す。

・一般会計から特別会計へ繰出 35,721 23,777 0 0 11,944
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

医療受診体制の充
実

訪問看護事業 訪問看護利用者
住み慣れた自宅での療養生活を継続す
るため、訪問看護サービスの提供体制
を確保する。

・総合在宅ケア事業団運営費の負担
・訪問看護ステーション利用者交通費の
助成
  実1人　延43回

726 0 0 0 726

保
健
福
祉
課

子
育
て
・
福
祉
Ｇ

医療受診体制の充
実

未熟児養育医療費助
成事業

母子保健法第6条
第6項に規定する未
熟児で医師が入院
養育を必要と認め

た未熟児

正常な新生児に比べ疾病に罹りやすい
未熟児に対し適切な処置を講ずるた
め、医療費の一部を助成する。

・医療券の交付
　交付　5人
・医療費の助成（医療機関に支払）

869 454 0 104 311
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の充
実

救急医療啓発普及事
業負担金

町民
救急医療体制の確保を図るため、休日
および夜間の診療を行う在宅当番医に
かかる経費を負担する。

・滝川市医師会、空知医師会の運営費
負担
　 滝川市医師会　455,736円
　 空知医師会　189,679円

646 0 0 0 646
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の充
実

広域救急病院群輪番
制運営事業負担金

町民
休日または夜間の重症患者の医療受
診態勢の確保を図る。

・参加病院（滝川市立、砂川市立、あか
びら市立、市立芦別、滝川脳神経外科）
の運営費負担

274 0 0 0 274
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の充
実

小児救急医療支援事
業負担金

小児
休日または夜間の小児救急患者の受
入れ態勢の確保を図る。

・参加病院（滝川市立、砂川市立、あか
びら市立）の運営費負担

48 0 0 0 48
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の充
実

子ども医療費助成事
業

乳幼児・小学生・中
学生・高校生

経済的負担を軽減し、疾病の早期診断
と早期治療を促進して子どもの健康向
上を図るため、医療費（保険診療分）を
保護者に助成する。

・受給者証の新規交付、年次更新
　R4.3.31現在831人
・医療費の助成（医療機関に支払）

20,193 2,783 0 0 17,410
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ
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　　　目標②　みんなでつくる健やかなまち 令和３年度　事務事業実施結果一覧表

合計 国
・
道

交
付
金

地
方
債

そ
の
他

特
定
財
源

一
般
財
源

施策名 事業名

事業内容 決算額（千円）

課
名対象 目的・概要 主な事業実績

内訳 グ
ル
ー
プ
名

医療受診体制の充
実

重度心身障害者医療
費助成事業

身体障害者手帳の
交付を受けた1・2・3
級の一部の者・療
育手帳の重度障が
い者・精神障害者

手帳1級の者

経済的負担を軽減し、疾病の早期診断
と早期治療を促進して重度心身障がい
者の健康の向上を図るため、医療費
（保険診療分）を助成する。

・受給者証の新規交付、年次更新
　R4.3.31現在173人（65歳未満50人、65
歳以上123人）
・医療費の助成（医療機関に支払）

11,689 4,523 0 2,180 4,986
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ

医療受診体制の充
実

ひとり親家庭等医療
費助成事業

18歳（3/31まで）以下又
は18歳（4/1から）～20
歳の者を扶養、監護し
ている配偶者のいない
母（父）・18歳以下の児
童・18歳（4/1から）～20
歳で親に扶養されてい

る者

経済的負担を軽減し、疾病の早期診断
と早期治療を促進し、母子（父子）家庭
等の健康の向上を図るため、医療費
（保険診療分）を助成する。

・受給者証の新規交付、年次更新
　R4.3.31現在200人（親78人、子122人）
・医療費の助成（医療機関に支払）

1,443 529 0 0 914
住
民
課

戸
籍
保
険
Ｇ
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